
① 地域保健従事者に求められる能力は、基本的能力、行政能力、専門能力であり、
これらの能力は統合して用いられる。

② 地域保健活動の実践を行うためには地域住民との関係、職場内での 人間関係、
関係機関との連携、業務の調整や交渉などコミュニケーション能力はどの能力にも
関連し、重要である。

③ 基本的能力は職業人としての基盤になる能力、 行政能力は地域保健活動の
根拠説明に必要な能力あり、専門的な知識や技術を状況に合わせて活用することで
地域保健活動が実践される 。

行政職員として組織の一員として行動できるための基本的な能力の獲得を業務を中心
に法令や施策体系を理解し、専門的能力では地域保健の視点を持って個別の対人

支援や保健事業を実施できること
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図２ 地域保健従事者が１年目に育成したい実践能力の構造
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